
 

 

 

 

 

 

 

長崎市個別施設計画 

（観光施設） 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

令和８年２月改訂 

 
 



 

 

目 次 

 

１ 観光施設の将来の方向性 ............................................................................................... 1 

２ 対象施設 .................................................................................................................... 1 

３ 個別施設の現況及び将来の見込み ................................................................................... 1 

⑴ 個別施設の方向性 ..................................................................................................... 1 

⑵ 個別施設の状態及び対策費用 ...................................................................................... 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

1 

 

１ 観光施設の将来の方向性 

  観光施設の将来の方向性は、「長崎市公共施設の適正配置基準」に記載のとおりです。 

 

２ 対象施設 

本計画では、市所有の公共建築物のうち、次の「観光施設」を対象としています。 

 

2024年 4月 1日現在 

№ 名称 所在地 建築年 階数 耐震化 床面積（㎡） 

1 

長崎ロープウェイ 

（稲佐岳駅舎） 
稲佐町 364-1 

1959 

2 

旧耐震 

（改修済） 
484.58  

長崎ロープウェイ 

（稲佐岳駅舎（増築部）） 
2015 新耐震 146.84 

長崎ロープウェイ 

（淵神社待合所） 
淵町 8-1 

1959 

1 

旧耐震 

（改修済） 
343.98 

長崎ロープウェイ 

（淵神社待合所（増築部）） 
2015 新耐震 150.05 

2 

ペーロン体験施設 

（ペーロン船格納庫） 

牧島町 413-40 

1997 1 新耐震 148.33  

ペーロン体験施設 

（体験施設棟） 
2003 2 新耐震 396.00 

ペーロン体験施設 

（更衣棟） 
1998 2 新耐震 99.36 

3 軍艦島資料館 野母町 562-1 1990 2 新耐震 175.66  

4 
グラバー園 

（長崎伝統芸能館） 
南山手町 8-1 1981 2 

旧耐震 

（診断×） 
2,319.74  

5 

長崎ペンギン水族館 

（本体棟） 
宿町 3-16 

2001 2 新耐震 3,486.75  

長崎ペンギン水族館 

（海洋体験館） 
2004 2 新耐震 272.24 

 

３ 個別施設の現況及び将来の見込み 
 

⑴ 個別施設の方向性 

個別施設の方向性は、地区別計画に記載のとおりです。 

 

⑵ 個別施設の状態及び対策費用 

「長崎市公共施設保全計画」（以下、「保全計画」という。）に定める保全主要部位に係る

最終改修履歴及び対策費用は次のとおりです。 

また、計画期間内（2020年度から 2029年度）の観光施設に要する対策費用については、

約 967百万円を見込んでいます。 
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＜対策費用の見方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「○」を記載している改修予定事業については、改修年度・改修金額が確定した後、具体的な金額を明記

します。 

※保全主要部位のうち、『状態監視型予防保全』の部位（空調設備、給排水設備、消火設備）については、

保全計画に定める更新周期に基づき対策費用を試算しますが、同保全方式は設備の状態により保全を

実施するため、更新周期によって位置付けた改修時期と実際の改修時期に差が生じることから、保全に係

る今後の予定を示す対策費用には記載しないものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【●●センター】 建築年： 1988 基準年： 20××

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 － 35

屋根 20 2005 18 ○

外壁 20 2005 18 ○

受変電 30 1997 26 ○

非常電源 30 － 35 △

自動火災

報知装置
20 1995 28 △

中央監視

制御装置
15 2021 2 40,000

昇降機 25 2020 3 35,000

排煙ファン 25 2010 13

空調 15 2016

給排水 15、30 －

消火 20、30 2013

・改修済・改修予定の事業の金額を記載します。

・改修を予定している部位については、予定年度に「○」を記載しています

が、建物の物理的耐用年数（65年）を考慮の上、大規模改修は行わず安

全性を確保できる必要最低限の維持管理を行う場合もあります。

・最終改修からの経過年数が更新周期を超えているものの、現時点におい

て改修予定がない場合は、暫定的に基準年度の翌年に改修するものと仮

定し、「△」を表示した上で、対策費用を試算しています。

・保全部位欄には、当該施設が有する「保全計画」

に定める保全主要部位のみを記載していますが、

複合施設の場合は、当該施設において改修時の費

用負担がある部位のみを記載しています。

・最終改修年度欄の「－」は、建築年を指します。

・最終改修からの経過年数が更新周期を超えてい

る場合は、セルを緑色に塗りつぶした上で、太字で

経過年数を記載しています。
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【長崎ロープウェイ】                                                    基準年：2025 

（稲佐岳駅舎）  建築年：1959 

 

 

 

 

 

 

 
 
建物の物理的耐用年数（65 年）を考慮し、建替えまでは安全性を確保できる必要最低限の維持・補修を行

うこととします。 

 

（稲佐岳駅舎（増築部））  建築年：2015 

 

 

 

 

 

 
 

2029年度までの、大規模改修の予定はありません。 

 

（淵神社待合所）  建築年：1959 

 

 

 

 

 

建物の物理的耐用年数（65 年）を考慮し、安全性を確保できる必要最低限の維持・補修を行うこととします。 

 

（淵神社待合所（増築部））  建築年：2015 

 

 

 

 

 

2029年度までの、大規模改修の予定はありません。 

 

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65

屋根 20

外壁 20

受変電 30

自動火災

報知装置
20

空調 15 ―

給排水 15、30 ―

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65

屋根 20

外壁 20

自動火災

報知装置
20

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 ― 10

屋根 20 ― 10

外壁 20 ― 10

自動火災

報知装置
20 ― 10

昇降機 25 ― 10

空調 15 ―

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 ― 10

屋根 20 ― 10

外壁 20 ― 10

自動火災

報知装置
20 ― 10

空調 15 ―

給排水 15、30 ―
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【ペーロン体験施設】 

（ペーロン船格納庫）  建築年：1997 

 

 

 

 

 

 

（体験施設棟）  建築年：2024 

 

 

 

 

 
 

2029年度までの、大規模改修の予定はありません。 

 

（更衣棟）  建築年：1998 

 

 

 

 

 
 

施設規模が小さいことから、安全性を確保できる必要最低限の維持・補修を行うこととします。 

 

【軍艦島資料館】  建築年：1990 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

対策費用については、同一建物内の≪レクリエーション施設_インフォメーションセンター（長崎のもざき恐竜パ

ーク）≫にて計上します。 

 

 

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65

屋根 20

外壁 20

空調 15 ―

給排水 15、30 ―

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65

屋根 20

外壁 20

自動火災

報知装置
20

昇降機 25

空調 15 ―

給排水 15、30 ―

消火 20、30 ―

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 ― 28

屋根 20 ― 28 △

外壁 20 ― 28 △

空調 15 ―

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 2024 1 61,134 111,258

屋根 20 ― 1

外壁 20 ― 1

空調 15 ―

給排水 15、30 ―
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【グラバー園(長崎伝統芸能館)】  建築年：1981 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長崎ペンギン水族館】 

（本体棟）  建築年：2001 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、施設の老朽化に伴うあり方検討業務を進めているため、その方針が決定するまでの間の大規模改修

は未定。 

 

（海洋体験館）  建築年：2004 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 ― 44

屋根 20 ― 44 △

外壁 20 ― 44 △

受変電 30 2012 13

非常電源 30 2012 13

自動火災

報知装置
20 ― 44 △

空調 15 ―

給排水 15、30 ―

消火 20、30 ―

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 ― 24

屋根 20 ― 24 △

外壁 20 ― 24 △

受変電 30 ― 24

非常電源 30 2023 2 3,993

自動火災

報知装置
20 ― 24 △

中央監視

制御装置
15 2018 7

昇降機 25 ― 24 ○

空調 15 ―

給排水 15、30 ―

（単位：千円）

保全部位
更新周期

（年）

最終改修

年度

最終改修から

の経過年数
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

建替 65 ― 21

屋根 20 ― 21 △

外壁 20 ― 21 △

自動火災

報知装置
20 ― 21 △

空調 15 ―

給排水 15、30 ―



 

 

 

 

長崎市個別施設計画 

（観光施設） 

 

令和３年３月 

令和８年２月改訂 

長崎市 

 

【問い合わせ先】 

長崎市財務部資産経営課 

電話：095-829-1127 

FAX：095-829-1248 

Email：shisankeiei@city.nagasaki.lg.jp 


